
生徒と教師がともに考える
情報モラル教育の提案

初任校5年間で生徒と共に学んで見えてきた

情報モラル教育の方向性について

神奈川県立茅ケ崎西浜高等学校

鎌田 高徳







Detail

1. 情報モラル教育は

行動主義ではなく社会構成主義では

2．情報モラル教育の課題

3. 神奈川県での情報モラルの実践報告

4. 生徒が先生に教えるアプローチの提案







免許更新講習での気づき

•情報モラルをどう指導してきた
か・・・

•情報モラルの授業をどう設計し
てきたか・・・



川床 2007 タンザニアでの調査

• 体重６キロの小学生が８人います、全員で何
キロになるでしょうか。

• マンゴーが４個、オレンジが７個あります。
かけるといくつでしょう。



行動主義（佐伯 2011）
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社会構成主義（佐伯 2011）
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生徒にとって身近な題材で

題 材 内 容

Webアンケートのデータ
を題材にした授業

情報モラルについての
アンケートデータを集
計・分析・発表する

LINEの既読無視を題材
にした授業

LINEの既読無視の実態
調査と既読無視の基準に
ついて考える

歩きスマホを題材にし
た授業

The Invisible Gorillaの
映像をもとに歩きスマホ
について考える





Webアンケートシステム

情報モラルに関するアンケート調査・分析



ＣＳＶ形式でダウンロードができる



集めたデータで発表し
情報モラルを身につける



でも、情報モラルは身についたのか？



LINEの既読無視を題材に







相手と自分の既読無視の基準の違いに気づき
LINEでコミュニケーションを取ろう



歩きスマホを題材に



２つの動画より
歩きスマホのルールを作ろう

• The Invisible Gorilla

• 歩きスマホシミュレータ（NTT）

やってはいけないと分かっても

やってしまう難しさ、納得させるルール





情報モラル教育でのポイント（塩田2015）

• 相手と自分の考え方や感じ方の「違い」に
気づかせる

• SNSでは、その「違い」の誤解が生まれ や
すい

• 「違い」を踏まえた上でコミュニケーション



生徒に身近な題材で

生徒たちが主体となる

情報モラル教育を行ってきた



情報モラル教育を

なぜ教科情報の教師だけが

一手に引き受けるのか



すべての教師が

SNSに精通している訳では

ない



高校生によるSNS講座





高校生によるSNS講座の流れ

1. 講義「高校生のSNS利用実態Q&A」

2. 協議・実習

「事例検討・こんな時どうする？SNS利用」

3．講義「SNSに関する情報モラル指導の在り方

についての提案」



１．先生にして欲しいこと

• 先生がSNSの用語が分からなくて
相談できない

• 先生にSNSでの友人とのトラブルの
相談に乗って欲しい



講師となった生徒たちの主張

• 先生たちにSNSに興味を持って欲しい

• SNSの相談に乗れるようになって欲しい

• 一緒にSNSの楽しい使い方について考えて欲しい



高校生によるSNS講座を

本校でやってみよう





１．ブレストでSNSについての
生徒と先生たちの概念分析



２．先生たちにSNSについての
質問を作成する



３．アンケートデータを分析し
先生にSNSについて提案を行う



４．先生たちに伝える



課題として見えたこと

• 生徒と先生たちのSNSの考え方のギャップは
大きい

• 生徒と先生たちのインタラクラションが困難

• 先生たちに何を伝えるべきかが明確ではな
かった（利用実態かSNSの知識か）



改善していくべきとこと

• 考え方のギャップ

→ギャップが大きいからこそ、やるべき

• インタクラションが困難

→校内研修の一環として実施できないか

• 何を伝えるべき

→ここを今後の授業の中で生徒たちと考える

SNSの知識か？利用実態か？



社会構成主義（佐伯 2011）
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情報モラル教育

情報モラル

子ども先生

文化

参加

援助

参加

SNSの
知識
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皆さんの学校で

生徒によるSNS講座

やってみませんか？


